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○廃棄物の適正処理や資源化の推進に向けた施策の拡充（ふれあい指導の体制強化による新分別
　ルールの排出指導、不法投棄対策等の取り組み、環境学習の幼稚園・小学校以外への拡大実施）
○廃棄物の安定処理に向けた効率的な執行体制の整備
○ごみ処理券等に係る債権の確保・管理に向けた取り組みの強化
○廃プラスチックの新たな資源化等に向けた清掃リサイクリ課との連携した新たな施策検討

6.4% 1.5% 1.5% 0.0%

12校 13校 19校 22校

100.0% 99.9% 99.7% 100.0%

616個 686個 656個 600個

19年度 20年度 21年度

3,000件

区民の生活環境の保全、快適な生活の確保に向け、廃棄物につい
て、適正かつ安定的に処理する。

33校

0.0%

事業者に対する排出ルールの
適正化等の指導件数（19年度
に分別ルールの変更に伴い、
件数が増）

集積場所等に不法投棄された
廃棄物の収集個数

収集額／調定額（現年度分）

実施小学校等数

1,645件4,197件3,844件

施策の分類
分類についての説明・意見等

前年度設定 今年度設定

関連部課名 環境清掃部清掃リサイクル課

推進 推進

指
　
　
　
　
標

ふれあい指導状況

不法投棄収集個数

徴収率（ごみ処理券・一
般廃棄物処理手数料）

環境学習実施状況

300個

100.0%

指標に関する説明

　廃棄物の発生抑制、再利用・資源化を推進するとともに、排出される廃棄物については適正、安
定的に処理することにより、生活環境の保全、区民の健康で快適な生活を確保する。

○廃棄物の収集運搬をはじめ、減量化・再利用の推進等についての住民への指導、大規模建築物に
　関する届出受理、住民からの苦情処理等多岐にわたる事務を行っている。また、廃プラスチック
　のサーマルリサイクル実施に伴う新分別ルールの徹底に向けた取り組みや不法投棄対策等の課題
　への対応が求めれている。
○最終処分場の延命化や「清掃負担の公平・役割分担のあり方」という観点から、今後より一層の
  廃棄物の排出抑制、再利用・資源化の取り組みが不可欠である。
○直営清掃車両基地である南千住清掃車車庫における直営車両の減少による施設の活用についての
　検討が必要である。
○職員の定年退職者の増加や平均年齢の上昇がみられる中で安定的な廃棄物処理体制を維持してい
　くための執行体制の整備が課題となっている。

施策の成果とする指標名
指標の推移

目標値
(28年度)

2,000件

公務災害発生率
公務災害発生件数／職員数／
１００

18年度

内線
環境清掃部荒川清掃事務所
山本　吉毅 ４７１

施策名
部課名
課長名

施策Noごみの適正処理の推進 07-04

行政評価
事業体系

分野 環境先進都市[Ⅳ]

政策 地球環境を守るまちの実現[07]
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合　計

126,048 継続
休止・
完了

05-03-11 9,049 8,855 継続 継続

中継作業運営

05-03-05 16,782 17,850 継続

05-03-06 0 3,275 継続

05-03-03 3,711 3,619 継続

05-03-04 35 140 推進

6,228 6,889 推進

継続

11,500 7,640 推進

05-03-01 2,582 545 継続

1,012,740 1,040,318 推進 継続

05-02-03 539 358 推進

事務事業
No

施策推進のため
の分類

前年度
設　定

今年度
設　定

20年度

　公務災害や車両事故の発生防
止のために優先度は高い。

　清掃事務所ごみ処理券事務と
統合により廃止。

　現状の規模で実施する。

分類についての説明・意見等

　清掃事務の調整を引き続き実
施する。

　定められた算出方法により支
出する。

19年度

中間処理分担金

05-03-07 654,267 746,025

05-03-08 2,740 2,266作業所管理運営

営繕事務

清掃事務所管理運営

収集作業運営

中継管理事務

ふれあい指導

清掃車車庫管理運営

施策を構成する事務事業の分類

清掃調査事業

清掃協議会分担金

廃棄物排出指導

清掃管理事務

事務事業名
決算額（千円）

清掃リサイクル課ごみ処
理券事務

安全衛生管理

清掃事務所事務

05-02-05

05-02-06

05-03-02

継続05-02-02 184 164 継続

05-03-09 18,182

05-03-10 216,412

11,342 継続

推進

休止・
完了

推進

継続

継続

継続
休止・
完了

　今後の清掃事業を考える上で
清掃審議会における審議や組成
調査は必要である。

　廃棄物情報管理システムを効
率的に活用していく。
　新分別ルールの徹底のために
優先度は高い。

重点的
に推進

継続

推進

　光熱水費等の経費削減に努め
ながら、現状の規模で実施す
る。
　環境に配慮した施設整備を検
討していく。

1,988,435 1,993,244

3,380
重点的
に推進

05-03-17 3,164
　新分別ルールの徹底や不法投
棄対策、環境学習など取り組み
の優先度は非常に高い。

重点的
に推進

　光熱水費等の経費削減に努め
ながら、現状の規模で実施す
る。

　尾竹橋不燃ごみ中継作業所の
廃止により事業完了。
　尾竹橋不燃ごみ中継作業所の
廃止により事業完了。

推進

休止・
完了

　粗大ごみの民間委託の検証を
行う。
　尾竹橋不燃ごみ中継作業所の
廃止により事業完了。

運搬管理事務 05-03-12 8,646 1,310 継続 継続 　現状の規模で実施する。

運搬作業運営 05-03-13 7,708 7,285 推進 継続
　認証工場の見直しを含め、今
後の活用を検討していく。

最終処分 05-03-14 0 0 継続 継続 　現状の規模で実施する。

清掃事務所ごみ処理券事
務

05-03-15 12,675 4,602 推進 推進
　事業者処理責任とごみの減量
のために重要な施策である。

継続 継続
　発生したものについて、確実
に処理をする。

動物死体処理 05-03-16 1,291 1,333


